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特 

集 

前回の特集は『暮らしの場所』とし

て、グループホームとぱれっとの家い

こっとについてお届けしました。最終

回となる今回は、国際事業とそしてこ

のインタビューのまとめをしたいと思

います。    （事務局長 南山） 

『創業者に聞く』 
谷口奈保子さんロングインタビュー 

最終回 

ちろん現地政府の支援など無く、運営も日本

からの寄付を定期的に補填しないと安定しな

い状況が続いたので、何とか現地の人たちに

委ねられないかと考えるようになりました。

そんな中で、大手の製菓会社が工場の設備や

スタッフ、障がい者を丸ごと引き受けてくれ

るという申し出があり、人との出会い、つな

がりに深く感謝する出来事となりました。 

●スリランカの今 

 今ももちろんこの工場は続いていて、頼も

しく成長した障がい者たちが生産を続けてい

ます。現在直面している課題は実は日本と同

じくグループホームのような生活の場で、関

係者の高齢化に伴いそのニーズは一段と高ま

っています。昨年スリランカに久しぶりに出

かけてこの話をした際に、始めは暗かった当

事者の親の表情が、日本の取り組みの話を聞

くにつれて活き活きと変わって、意見も活発

に出るようになったのは印象的でした。私た

ちもグループホーム作りに出来る限り協力し

たいと考えていますが、日本のぱれっとも人

材面など直面する課題が多いと聞いているの

でなかなか難しい状況ですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●各事業の成り立ちやご苦労されたことなどを伺っ

てきました。最後にぱれっとの国際交流について教

えてください。 

ぱれっとは、様々な人たちが集まる場所であ

るというお話をしましたが、創業時から日本人

だけでなく色々な国の人たちが関わっていまし

た。当時私の家にホームステイに来ていた高校

生も活動に参加し、この人たちとは今も交流が

あります。また、福祉について学ぶ機会を求め

て海外に勉強に出かけたというお話もしました

が、個人的な訪問だけではなく、実はおかし屋

ぱれっとのメンバーや親の会の人たちとも自分

たちで積立をして定期的に海外旅行に出かけて

いたのです。モンゴル、マレーシア、韓国、イ

ンドネシア、スリランカなど、外国人と触れ合

う機会はとても多かったです。そのきっかけと

なったのは、やはり1991年にオープンしたスリ

ランカレストランぱれっとだったのですが、行

き来が始まって現地の福祉を知るにつけ、昔の

日本と同じように障がいのある人たちは家にこ

もっていて、学校にもろくに通えていないとい

う状況を知り、ぱれっとで何かできることは無

いか、と考えるようになりました。そんな中で

現地の人たちから、「日本からの寄付金で施設

を建設できたりするのは大変ありがたい。でも

もっと必要なのは考え方やノウハウを根付かせ

るための協力です」という話を聞き、障がい者

が働くクッキー工場建設のプロジェクトをスター

トしたのです。 

●10年経って現地に委ねる 

 1999 年「Sri Lanka Palette」を立ち上げま

した。現地の会社経営者の協力の元、この工場

は10年続きましたが、現地でのビジネス経験も

無い私たちにとっては、大変な苦労でした。も
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●今回でこのロングインタビューは最終回となりま

す。最後に今後のぱれっと、今後の地域社会にメッ

セージをいただけますか？ 

それはとても難しい質問です。というのは、

私は 2012 年に理事長を相馬さんに委ね、その

後しばらくは理事として、また国際部門の代

表として残っていたものの、いわゆる「現

場」からは距離を置いているからです。委ね

た以上は、何もわからないのに現場に何か意

見を言うのは極力控えたいというのが本音で

すが、今の思いをひとことで言うなら「時代

が変わったな」ということですね。ある意味

では福祉の制度が整って、専門家が増えたよ

うに思います。ぱれっとの創立時には文字通

り何も無く、それゆえに公的機関や専門家と

やり合うことも多々ありました。そうやって

作り上げてきたぱれっとを利用する人たちが

増えたのはとても良いことであると思う反

面、それを使うだけで終わっているという

か、「もっと制度的な使い勝手を良くしていこ

う」「新たな可能性に挑戦しよう」という声を

上げる人が少なくなったように思っていま

す。昔と違って当事者の母親を含め働く人た

ちが増えたのはとても良いことだと思うので

すが、そういう人たちを始めとしてもっと声

が上がり、ぱれっとだけではなく社会全体と

してそれを形にする器の大きさも無くなって

いっているようで不安に思うことがありま

す。というのも、今の時代はスマートフォン

で何でもできるようになって、人と人が直接

深く接する機会が本当に減っていますよね。

私は何時でも直接会って、直接話してぱれっ

とを作ってきたので、思い込んでいるところ

もあるとは思うのですが、便利なものが増え

れば増えるほど、良いこと悪いことの判断や

本当は何が問題なのかという、人とのつなが

りの中での「掘り下げ」が薄れているのでは

と危惧しているところがあります。対障がい

者だけではなく、同僚や関係者、いろいろな

人と手を結び、もちろん良いこと悪いこと含

めてですが、向き合い、意見を戦わせるとい

うのが面倒に感じる時代になってきているの

かなと思うところがあります。反対意見を言 

われると否定されたという気持ちになってし

まい、それゆえに遠慮しがちになるという声

も聞きますが、それは意見を言うほうが相手

の立場に立って伝えていないという基本の部

分だと思いますし、そこから学ぶことも間違

いなくあると思うのです。そういう機会が少

なくなってしまっていることに懸念はありま

す。ＡＩに頼りがちな流れも含めて、このま

ま進むとぱれっとの本当の姿も薄れてしまう

のではないかと危惧しています。 

●忘れられない場面 

 少し話が飛ぶんですが、昔作業所に通って

きていた障がいのある青年が、どうしても脱

いだ自分の服をしまうことができず、何度話

してもだめだったので、「次にやったらここ

では働けないよ」と言ったことがあるんで

す。もちろん本心でそう思っていたわけでは

ないですが、その後同じことを繰り返したの

で、投げられていた服を預かり、他の障がい

のある仲間たちに「一緒に考えてほしい」と

問いを投げかけたことがあります。現代の福

祉制度に沿い、指導や支援という立場に立っ

て見ると、本人と支援者の間での話になるの

かも知れませんが、私は皆で考える場面を作

りたかった。相当時間がかかりましたが、あ

るメンバーが、考えた末に今日は作業着で帰

ったらどうかという案を出してくれて、自分

事として考えてくれたことに本当に救われた

のを覚えています。当時はまだ今のように世

の中に支援の技術も専門性も少なく、一つひ

とつ様々な角度から見て、じっくり聞き、向

き合い、人とのコミュニケーションを基本と

して取り組んでいました。そのプロセスに意

味があったと思っています。今は人数も増

え、そこまでじっくり向き合う時間もなかな

か取れないかも知れませんが。 

●人が好き 

谷口さんは良く「人が好き」という言葉を使われ

ます。これはどういう風に言い換えられますか？ 

もちろん気の合う人、合わない人というの

はいます。良い人ばかりではないのもその通
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ごいことと思って伺っていました。おかし屋

ぱれっとの販売先についても、今私たちはそ

のベースがあって運営ができていますが、当

然始めは何も無かったわけで、企業との出会

いやその広がりの出発点を知ることが出来ま

した。 

武井：次々に事業展開をしていく中で、それで

も現状に甘んじないというか、海外を含めて学

びの場も求めたというのが、今のぱれっとにつ

ながっているのだなと思うと同時に、振返って

私にはまだまだ出来ていないなと感じました。 

谷口：何歳になっても、学びは重要だと私も

思います。4 歳の娘を小児がんで亡くし、それ

をきっかけに再入学した福祉学科で障がいの

ある人たちと出会い、そこで「これだ！」と

思った・・すべて出会いと学びの結果です。文

献を読む、研修を受ける、それだけではなく

直接出向いて話す､見る､確認する。本当に人と

話すことが好きでしたね。 

武井：私の知っているところでは元「いこっと

サポットの会｣の方々などは、本当に皆さん仲

が良いというイメージがあります。先日の日帰

り旅行でも参加していただきました。 

谷口：お話したように、「いこっと」の取り組

みは自分の中では少し早かったのかもと思う

ところと、コミュニケーションの取り方や働

き方について私が思っていた形とは違ったの

かなと振り返っていますが、そこで培われた

彼らの仲の良さには一役買ったのではと思い

ます。 

●最後に 

「社会に押し出す」という意味では、彼ら自

身が社会で役割を持つ必要もあります。スリラ

ンカにクッキー工場を作る時も、おかし屋ぱれ

っとのメンバーが現地に出向き、指導的な役割

を果たしたという場面がありました。今後も制

度の充実に向けて、現状に満足せずに声を上げ

ること、そしてその中だけではなくもっと大き

な枠組で、もっと様々な角度から社会を捉える

学びとチャレンジが必要だと思います。 

～※谷口さん、ありがとうございました～（

たまり場ぱれっと武井/おかし屋ぱれっと山元） 

聞き手：事務局長 南山 

 

 

 

 

武井：私の知っているところでは元「いこっ

とサポットの会｣の方々などは、本当に皆さん

仲が良いというイメージがあります。先日の

日帰り旅行でも参加していただきました。 

谷口：お話したように、「いこっと」の取り

組みは自分の中では少し早かったのかもと思

うところ 

りです。でも私はその中でも、人から学んだ

こと、気づかされることが本当に多かったで

す。自分の思い込みに気づき、見えていなか

ったものが見え、そして何より本当に多くの

人たちに支えられてきました。それが私の、

というより「ぱれっと」の魅力のひとつだと

今も思っています。私は肩書にこだわる人で

は無かったので、現場を人に委ねながら海外

を含めて学びに出て、また人と出会うという

ということを繰り返してきました。滞在時、

次のぱれっとを担ってもらいたいという想い

から、短期ではありましたが相馬さんを施設

解体が進んでいたアメリカに呼んだこともあ

ります。そういった学びについては、積極的

に後押しもしましたが、今は忙しくなって、

なかなかそういう機会も持ちにくいという話

は聞いていますね。 

●障がいのある人たちを社会に押し出す 

今、「意思決定支援」が重要な柱と言われています

が、振り返ってみてそこはどうですか？ 

ひとことで言うとぱれっとは「社会に押し出

す」という取り組みだったと思います。ただ

それはあくまでも「本人が望む形をどう用意

できるか」という基本があって、周囲の思い

込みや指導に基づくものではないと今でも思

っています。アメリカで学んだ 1990 年代後

半、現地はまさにその過渡期にあって、施設

解体もその中のひとつだったわけですが、当

時、日本の特別支援教育や福祉の現場で、ど

うしても「教える･指導する」になりがちで

「あなたはどう思う？」という対話が少ない

現実を見てきた私にとってはまさに目から鱗

だったことを覚えています。制度に従ってた

だ決まったことをやるのではなく、個々の想

いに応える形で、ユニークかつ、クリエイテ

ィブな事業を行なえる、そんなぱれっとだっ

たら、関わる人たちも楽しいでしょうね。 

●お話を聞いて 

インタビューは計 3 回行なわれました。お話を聞い

てみて武井・山元の両編集委員から。 

山元：制度も何も無いところから事業を立ち

上げてきたというのは、まず単純に考えてす
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